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2021年度
NPO法⼈ Safe Kids Japan

事 業 報 告 書
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2021年度事業報告

１ ⼦どもの事故予防に関する啓発活動
１）講座運営

・合同学習会「都市公園の遊具と⼦どもの安全」
・⼩学⽣向け安全授業︓善通寺市の⼩学5年⽣対象

２）資料作成
・⾖のシール「⾖は6つになってから」
・「ホームセーフティチャレンジ」
・Safe Kids ニュース

３）講演、講座等
・ウェブサイトにおける記事の連載等
・学会、研修会、講演会等における講演活動

４）シンポジウムの運営
「これで防げる 学校体育・スポーツ事故〜体育館に関わる事故から⼦どもを守る〜」開催

５）取材協⼒

２ ⼦どもの事故予防に関する調査・分析
転落予防事業

３ その他⽬的を達成するために必要な事業
他機関との協働



⼦どもの事故予防に関する啓発活動
①講座運営︓合同学習会「都市公園の遊具と⼦どもの安全」
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2022年2⽉26⽇(⼟)開催

遊具による重⼤な傷害を予防するた
め、⽇本技術⼠会登録 ⼦どもの安
全研究グループと共催で開催してい
る学習会。

今回は「都市公園の遊具」について
学び考える会を開催する。
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「⼦ども安全ネットかがわ」と協働し、
⾹川県善通寺市内のすべての⼩学
校5年⽣を対象に実施している安全
授業。傷害予防の考え⽅を学んだ
⼩学⽣が、⾃⾝の学校の「あぶな
い︕」を探して撮影、どうすれば⼤き
なけがをしない環境にできるかを考え、
発表する。

⼦どもの事故予防に関する啓発活動
①講座運営︓⼩学⽣向け安全授業
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1回⽬の授業で使⽤している動画「ABCで考えよう」（動画）

⼦どもの事故予防に関する啓発活動
①講座運営︓⼩学⽣向け安全授業
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児童の⾒つけた危険箇所をイラスト化した「学校の危険地図」

⼦どもの事故予防に関する啓発活動
①講座運営︓⼩学⽣向け安全授業
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節分の福⾖に代表される「乾いた⾖」
による⼦どもの誤嚥や窒息などの重⼤
な傷害を予防するため、⽇本ピーナッ
ツ協会、⼦どもの事故予防地⽅議員
連盟等と共に啓発活動に取り組んで
いる。

消費者庁が「5歳以下の⼦どもには
⾷べさせないで」というメッセージを出し
ていることから、⾖の包装袋に貼付し
てもらうことを⽬的に、「⾖は6つになっ
てから」と題するシールを作成した。

⼦どもの事故予防に関する啓発活動
②啓発資料作成
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Safe Kids Worldwideが作成している資料の⽇本版を制作。傷害予防の基本である
「変えられるものを⾒つけ、変えられるものを変える」を体験できる教材になっている。

⼦どもの事故予防に関する啓発活動
②啓発資料作成
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流されたサンダルを取りに⾏こうとして⼩学⽣が川で溺れ、その⼦どもを救助しようとした男性も
溺れて共に亡くなった事故を受け、地⽅議員、⽔難事故予防の専⾨家、靴教育の専⾨家ら
と協働で動画を制作。「Safe Kids ニュース」として位置づけた。

⼦どもの事故予防に関する啓発活動
②啓発資料作成
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「Safe Kids ニュース」のシリーズ。節分を前に、なぜ乾いた⾖による誤嚥・窒息が起こるのか、
を⼦どもにもわかりやすく解説し、公開した。

⼦どもの事故予防に関する啓発活動
②啓発資料作成
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⼦どもの事故予防に関する啓発活動
③講座・講演・ウェブサイト上の発信
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⼦どもの事故予防に関する啓発活動
④シンポジウムの運営

主に学校管理下で発⽣する重⼤な
傷害を予防するため、弁護⼠のグ
ループや学校教員等と共催で開催し
ているシンポジウム。

今回は「体育館の施設や設備による
重⼤な傷害」について調査、傷害予
防策について具体的な提⾔を⾏う。

2022年3⽉26⽇(⼟)開催
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⼦どもの事故予防に関する啓発活動
⑤取材対応

2021年度、Safe Kids Japanには40件、⼭中理事⻑には35件の取材依頼があった。

⽇経アーキテクチュア 2022/2/24

朝⽇新聞 withnews 2022/2/3

NHK  2021/11/4
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ベランダ等⾼所からの転落を予防するため、三菱財団の助成を受けて⾏っている活動。既存のベランダ柵
に後付けできる部品を開発し、実際に登れるかどうか、保育園児のべ約200⼈に協⼒してもらい、実験を
⾏った。実験の様⼦はNHKで報道され、⼤きな反響があった。
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20211104/k10013335031000.html

⼦どもの事故予防に関する調査・分析



15

⼦どもの事故予防に関する調査・分析
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⼦どもの事故予防に関する国際連携



CHILDHOOD INJURY PREVENTION CONVENTION

• Technology that helps bring out parents and caregivers’ 
abilities to take preventive actions.

What is Empowering Reality (ER)

• New online education system using 
Augmented Reality (AR).



CHILDHOOD INJURY PREVENTION CONVENTION

Methods

1.Access the provided URL
2.Take a mini lecture (about 15 minutes)
3.Shoot video of participants’ living space

Parent’s 
PC

Instructor’s 
PC

Capture

Proce
ss

Sha
re



• Will improve our system based on comments and feedbacks
• Offer empowering education classes regularly
• Look for business partnerships to disseminate the system

CHILDHOOD INJURY PREVENTION CONVENTION

Future work for ER system
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その他⽬的を達成するために必要な事業
国内連携活動ー業界団体との協働（⽇本ピーナッツ協会）

2020年4⽉

Safe Kids Japanと⼦どもの事故
予防地⽅議員連盟から、⽇本ピー
ナッツ協会宛に要望書を送付。
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その他⽬的を達成するために必要な事業
国内連携活動ー企業との協働（株式会社でん六）

2021年1⽉に消費者庁から「5歳以下の⼦どもには⾷べさせないで」というメッセージが出さ
れたので、会社としてすぐに対応。対象となる商品には、「5歳以下のお⼦様には⾷べさせな
いでください。⼝の中に⼊れたままで⾛ったり、泣いたりすると誤って吸引し窒息する危険があ
ります。」と表記を修正した。
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その他⽬的を達成するために必要な事業
国内連携活動ー他団体との協働（NACS 標準化を考える会）
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その他⽬的を達成するために必要な事業
国内連携活動ー製品説明会



賛助会員、プロジェクト・パートナー
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